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はじめに

使⽤上のご注意
1. 本アプリケーションのダウンロード、ログイン、クラウドへのデータ保存などの通信料はお

客様のご負担となります。

2. アカウント名、ネットワーク名はお客様の責任によって保存、管理してください。
アカウント名、ネットワーク名の消失による機器の不動作は、保証外の修理となります。

※ アカウント名、ネットワーク名はメモに控えておくなどして、お忘れにならないようご
注意ください。

3. 未登録の器具を電源が⼊った状態で放置したままにしないでください。 ネットワークの通
信量が多くなり、正常に操作できなくなる場合があるだけでなく、本アプリケーションを所
有する第三者が器具を登録してしまい、お客様が操作できなくなる場合があります。



4. 複数の端末で並⾏して器具の登録を⾏う際には、必ずインターネットに接続した状態で⾏っ
てください。 また、登録を終了した際には、登録に使⽤した端末すべてにおいて、クラウ
ドへの保存と同期を⾏ってください。

⽬次に戻る

対応OS
iOS 10以降

⽬次に戻る

本書に関するご注意
本書の内容に関しては、将来予告なしに変更されることがあります。

本アプリケーションやiOS、iOS端末の機能改善や機能追加により、本書の画像や記載事項がお客
様ご使⽤のものと異なる場合があります。

本書はiOS 13.2 iPod touch 第7世代の表⽰を元に作成しています。他の端末では、サイズやレイ
アウトなどが異なる場合があります。

⽬次に戻る

初期設定

Bluetooth®を有効にする
本アプリケーションは通信にBluetooth®を使⽤します。 以下の操作を⾏い、Bluetooth®を有
効にしてください。



1. iOS端末の「設定」アイコンをタップします。

2. 「Bluetooth」をタップします。
 



3. スイッチをタップして、Bluetooth®を有効にします。

4. Bluetooth®が有効になるとスイッチが緑⾊に変化します。
 

⽬次に戻る

ネットワークの作成とログイン
器具は通信のために⼩規模ネットワークを構築します。 そのネットワークを識別するために、ア
カウント名とネットワーク名が必要になります。

⼊⼒領域をタップすると、キーボードが現れます。 新しくネットワークを作成する場合には、6
⽂字以上32⽂字以下で任意のアカウント名、ネットワーク名を⼊⼒し、「新規作成」ボタンをタ
ップします。 既存のネットワークを使⽤する場合には、以前に作成したアカウント名、ネットワ
ーク名を⼊⼒して「ログイン」ボタンをタップします。

ネットワークの新規作成にはインターネットへの接続が必要です。
また、作成したネットワークに別の端末から最初にログインする場合、インターネットへの接
続が必要です。

※



⽬次に戻る

器具を操作する

ここでは、器具を操作するまでの⼿順とその他の使い⽅を解説します。

器具を登録する
器具を操作するためには、ネットワークへの登録が必要です。 以下の操作を⾏い、器具をネット
ワークへ登録してください。 100台の器具を登録することが可能です。

※ネットワークへの登録中は、器具の電源を落とさないようにしてください。

1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 上部のタブから「機器」をタップします。



3. リスト上の「未登録」と表⽰された項⽬の右側にある「+」ボタンをタップします。

4. 注意事項を確認し、「同意する」をタップします。

5. 登録が開始されます。進⾏状況を表すダイアログが表⽰されます。



6. キーボードを使⽤して、機器名、機器番号を⼊⼒します。

7. ⼊⼒が完了したら、「完了」ボタンをタップします。

⽬次に戻る

操作する器具を選択する
機器選択画⾯から、操作したい器具をタップします。 未登録の器具を選択することはできませ
ん。 器具を選択すると⾃動的に機器操作画⾯に移動します。

⽬次に戻る

器具の原点復帰を⾏う
設置した器具は、必ず原点復帰を⾏ってください。 原点復帰によって左右、上下、配光※の位置
を器具が認識します。 原点復帰を⾏わずに操作すると、可動範囲が制限される場合があります。

※お使いの機種によって対応している機能は異なります。



1. 画⾯右上の「メニュー」ボタンをタップします。

2. 表⽰されたリストダイアログの中から「原点復帰」をタップします。

3. 確認ダイアログの「はい」をタップし、原点復帰を開始します。



4. 原点復帰中を表すダイアログが表⽰されます。

5. 原点復帰が完了すると、確認ダイアログが表⽰されます。
「閉じる」をタップして、ダイアログを閉じます。

⽬次に戻る

器具を操作する
2つの操作画⾯から器具の操作が可能です。

①⼀覧操作画⾯



1. 器具名、グループ名

操作対象の器具名もしくはグループ名が表⽰されます。

2. 電源ボタン

電源のオン/オフを⾏います。
 電源がオフの場合には、電源オン以外の操作を⾏うことはできません。

3. 現在値

選択されている操作の現在値が表⽰されます。
領域をタップすることで、直接数値を⼊⼒することもできます。

4. 詳細操作画⾯遷移ボタン

タップすると、選択している操作項⽬の「詳細操作画⾯」に遷移します。

5. 操作スライダー

明るさ・⾊合い・左右・上下・配光の現在値を視覚的に表⽰し、最⼤値と最⼩値を上部と下
部へそれぞれ表⽰します※。

 操作選択ボタンの⾊と対応しており、選択されている操作を⼤まかに調節することができま
す。

6. 操作選択ボタン

明るさ・⾊合い・左右・上下・配光の操作を選択します※。
 また、選択されている操作のボタンをタップすることで、 器具の動作を停⽌することがで

きます。

※お使いの機種によって、表⽰される項⽬は異なります。

②詳細操作画⾯



1. 項⽬名

操作している項⽬名が表⽰されます。

2. 現在値

操作している項⽬の現在値が表⽰されます。
領域をタップすることで、直接数値を⼊⼒することができます。

3. 微調整ボタン

操作している項⽬の微調整を⾏うことができます。

4. 操作粒度調整ボタン

微調整ボタン1回タップあたりの操作粒度を変更することができます。
 微調整、標準、粗調整の順に操作粒度が⼤きくなります。

左右、上下、配光選択時のみ表⽰されます。

⽬次に戻る

器具名、番号を変更する
登録された器具は、お好みの機器名、機器番号に変更することができます。



1. 機器選択画⾯から、名前を変更したい項⽬の右側にある「編集」ボタンをタップします。

2. キーボードを使⽤して、機器名または機器番号を⼊⼒します。

3. ⼊⼒が完了したら、「更新」ボタンをタップします。

⽬次に戻る

器具の登録を解除する
ネットワークに登録した器具の登録を解除することができます。

※ネットワークからの登録解除中は、器具の電源を落とさないようにしてください。



1. 機器選択画⾯から、登録を解除したい項⽬の右側にある「編集」ボタンをタップします。

2. 「登録解除」ボタンをタップします。

3. 器具の電源が⼊っていることを確認して「はい」をタップします。



器具の電源が⼊っていなかったなど、登録解除ができなかった場合には、登録情報を消去するか
どうかを確認するダイアログが表⽰されます。 消去する場合には「はい」をタップします。誤っ
て消去してしまった場合には、 「機器の登録を復帰する」を参照してください。

⽬次に戻る

機器名から器具を検索する
ネットワークに登録した器具を機器名から検索することができます。

1. 機器選択画⾯から、右上にある「検索」ボタンをタップします。



2. リストは⾃動的に名前順に並び替えられます。
表⽰されたキーボードを使⽤して、検索したい名前を⼊⼒します。

3. ⼊⼒した⽂字列を含む名前が検索され表⽰されます。

後述する、グループ、マップでも同じ⼿順で検索することができます。

⽬次に戻る

器具の追尾モードを設定する
登録された器具の追尾モードを設定します※。追尾モード中は器具が専⽤のマーカーへ向けて⾃
動照射します。

※対応していない器具の場合、追尾モードは設定できません。

1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。



2. 表⽰されたリストダイアログの中から「追尾」をタップします。

3. 表⽰されたリストダイアログの中からいずれかの「チャンネル」をタップすることで追尾モ
ードが開始されます。
「オフ」をタップすると追尾モードを停⽌します。



4. 追尾モード中は画⾯上部に「追尾中 チャンネル○」が表⽰されます。
また、追尾モード中は明るさ、⾊合い、配光のみアプリから操作することができます。

⽬次に戻る

複数の器具を⼀度に操作する

複数の器具をグループとして登録しておくことで、 電源のオン/オフ、明るさ、⾊合い、左右、上
下、配光※の操作を⼀度に⾏うことができます。

 グループの作成には、少なくともひとつの器具を登録しておく必要があります。 また、すべての
器具を操作することができる「すべての機器」があらかじめ⽤意されています。

※お使いの機種によって対応している機能は異なります。

グループを作成する



1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 上部のタブから「グループ」をタップします。

3. リスト上の「新規作成」ボタンをタップします。

4. 表⽰された器具の中から、グループに登録する器具をタップします。
登録する器具にはチェックがつきます。

5. グループ名、グループ番号の領域をタップするとキーボードが現れ、お好きな名前、番号に
変更することができます。



6. 「完了」ボタンをタップすると、変更を適⽤します。

⽬次に戻る

グループを編集する

1. 編集したいグループ項⽬の右側にある「編集」ボタンをタップします。
「すべての機器」を編集することはできません。

2. 「グループを作成する」の4.以降と同様の⼿順でグループの編集が可能です。
 

⽬次に戻る

操作するグループを選択し、操作する



1. グループ選択画⾯から、操作したいグループをタップします。

 2. グループをタップすると、グループに登録された器具が表⽰されます。
器具をタップすると⾃動的に操作画⾯に移動します。操作画⾯では器具単体と同様の操作が
可能です。
操作⽅法については「器具を操作する」を参照してください。



3. 操作対象のグループ名が表⽰されます。

⽬次に戻る

器具をマップに配置する

マップを作成し、登録した器具を配置しておくことで、器具の設置状況をマップから把握するこ
とができます。

マップを作成する

1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 上部のタブから「マップ」をタップします。

3. リスト上の「新規作成」と表⽰された項⽬をタップします。



4. 新規作成を確認するダイアログが表⽰されます。
「はい」をタップして、新規マップを作成します。

5. マップ画像の取り込み先を選択します。
「カメラで撮影」の場合、端末のカメラで写真を撮り、それをマップ画像に使⽤します。
「写真から選択」の場合、端末内にある画像を使⽤します。
ここでは、カメラで写真を撮ってマップ画像に使⽤する⼿順を説明します。



6. マップ画像に使⽤したい図⾯などの写真を撮ります。

7. 「写真を使⽤」をタップします。



8. 「保存」ボタンをタップすると、新規マップが保存されます。
このまま、マップの編集をすることができます。
マップの編集は、「マップに器具を配置する」から「マップ上のピンを編集する」を参照し
てください。

⽬次に戻る

マップを選択する

1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 上部のタブから「マップ」をタップします。

3. 表⽰されたリストの中から、確認したいマップを選択します。

⽬次に戻る

マップを操作する



2本の指で画⾯をひろげるように動かす（ピンチアウトといいます）ことで、 マップ画像を拡⼤
することが出来ます。



逆に、つまむように動かす（ピンチインといいます）ことで、 マップ画像を縮⼩することができ
ます。



1本の指でマップ画像をタッチしながら動かすことで、画像を移動させることができます。

⽬次に戻る

マップに器具を配置する



1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 2段⽬のタブから「マップ」をタップします。
 

3. 表⽰されたリストの中から、器具を配置するマップをタップします。

4. 画⾯右上の「編集」ボタンをタップします。



5. 画⾯右上の「ピンの追加」ボタンをタップします。

6. このマップに配置されていない器具名がリスト表⽰されます。
配置する器具を選択します。



7. 画⾯中央に配置されたピンをタッチしたまま動かして任意の位置に移動します。
マップの操作⽅法は「マップを操作する」を参照してください。

8. 「保存」ボタンをタップして、編集を保存します。

⽬次に戻る

マップ名を変更する
1. 「マップに器具を配置する」の1から4に従って、マップ編集画⾯に移動します。

 

2. マップ名が表⽰されている領域をタップします。



3. 表⽰されたキーボードを使⽤して、任意の名前を⼊⼒し、完了をタップします。

4. 「保存」ボタンをタップし、変更を保存します。

⽬次に戻る

マップ上のピンを編集する
1. 「マップに器具を配置する」の1から4に従って、マップ編集画⾯に移動します。

 



2. 編集したいピンをタップします。

3. いずれかのピンをタップすることで、その⾊に変更することができます。

4. マップからピンを削除したい場合は、「ピンを削除」をタップします。



5. 問題がなければ「はい」をタップします。

6. 「保存」ボタンをタップし、変更を保存します。

⽬次に戻る

マップから操作する器具を選択する
1. 「マップを選択する」に従って、マップ画⾯に移動します。

2. 右上の機器モードボタンをタップします。

3. マップから任意の器具のピンをタップすると、⾃動的に操作画⾯に移動します。

⽬次に戻る

マップから操作するグループを選択する



1. 「マップを選択する」に従って、マップ画⾯に移動します。

2. 右上のグループモードボタンをタップします。

3. 表⽰されたグループの中から、任意のグループを選択します。



4. 選択したグループに含まれない器具のピンは、半透明になります。
ピンをタップすると、⾃動的に選択されたグループの操作画⾯に移動します。

選択したグループは、2から3に従って操作することで変更することができます。

⽬次に戻る

現在の状態をシーン保存、シーン再⽣する

現在の状態を記憶して、お好きな時に呼び出すことができます。

現在の状態をシーンとして保存する
器具を操作して、お好みの明るさ・向きを設定したあとで、 現在の状態を記憶させます。 記憶し
た場所は新しい状態で上書きされます。

※保存できるシーン数はお使いの器具によって異なります。
※保管可能シーン数が異なる機器をグルーピングした場合、 保存できるシーン数は１番⼩さな値
となります。

1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。



2. 表⽰されたリストダイアログの中から「シーン保存」をタップします。

3. 表⽰されたシーンのうち、いずれかをタップします。

4. 保存先シーンを確認し、「はい」をタップします。



⽬次に戻る

保存したシーンを再⽣する
あらかじめ記憶した状態のうちから、お好みの状態を呼び出します。

※再⽣できるシーン数は保存できるシーン数と同様です。

1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。

2. 表⽰されたリストダイアログの中から「シーン再⽣」をタップします。



3. 表⽰されたシーンのうち、いずれかをタップします。

4. 再⽣元シーンを確認し、「はい」をタップします。

⽬次に戻る

シーン名を設定する
お気に⼊りのシーン名前を付けることができます。
変更したシーン名は操作画⾯やプログラム再⽣画⾯に反映されます。



1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「シーン」をタップします。

3. 画⾯右上の「+」ボタンをタップします。
 

4. リストからシーン名を変更したい器具を選択します。

5. 左上の「未選択」をタップします。



6. 名前を変更したいシーンを選択します。

7. フェード時間の「なし」をタップします。
※ ⾃動調光が設定できない機器を選択した場合は指定できません。



8. ⾃動調光時間を設定します。

9. キーボードを使⽤して、シーン名を⼊⼒します。

10. シーン名を保存します。
シーン名と合わせて状態も変更する場合:「現在の状態をシーンとして保存する」をタッ
プ。
シーン名のみ変更する場合:「完了」をタップ。

 



11. シーン選択のリストに追加されます。
リストのシーン名をタップすると、そのシーンの再⽣が可能です。

⽬次に戻る

シーン名を編集する
保存したシーン名を編集することができます。

1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「シーン」をタップします。

3. 編集したいシーン名の右側にある「編集」ボタンをタップします。



4. 「シーン名を設定する」の4から9と同様の⼿順で編集します。
シーン名の設定を解除したい場合は「削除」をタップします。

⽬次に戻る

シーン再⽣中の明るさを設定する
シーン再⽣中、光源を暗くするかどうか設定することができます。
この設定は、後述するプログラム再⽣の際にも適⽤されます。

1. 下部のタブから「選択」をタップします。

2. 上部のタブから「機器」をタップします。

3. 設定したい器具の右側にある「編集」ボタンをタップします。



4. 「シーン」の「動作中」をタップし、以下のどちらかを選択します。
減光する︓シーン再⽣中の明るさは最⼩値
減光しない︓シーン再⽣中の明るさは再⽣直前のまま

⽬次に戻る

プログラムとしてシーンを連続再⽣する

プログラムを再⽣する
保存したシーンをプログラムとして、指定した時間間隔で再⽣することができます。

※複数端末にてプログラム再⽣の操作をした場合、 どの端末の操作が有効になるかは操作内容に
より異なります。
※再⽣できるプログラム数は保存できるシーン数と同様です。



1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。

2. 表⽰されたリストダイアログの中から「プログラム再⽣」をタップします。

3. マニュアル再⽣

プログラムごとに再⽣間隔を設定し、選択したプログラムを順番に再⽣します。 再⽣間隔
は、そのプログラムが再⽣開始してから次のプログラムが再⽣開始するまでの時間を指しま
す。
マニュアル再⽣中は、アプリをバックグラウンドにせず、端末を器具の近くに置くようにし
てください。特に、以下のことに注意してください。

端末の⻑時間放置による画⾯ロックをしないでください

通知センターから他のアプリを起動しないでください

4. オート再⽣

共通した静⽌時間を設定し、選択したプログラムを順番に再⽣します。 静⽌時間は、前の
プログラムが再⽣終了してから次のプログラムが再⽣開始するまでの時間を指します。
オート再⽣は、停⽌ボタンを押すまで動作が続きます。再⽣中は端末を器具の近くに置く必
要はありません。



5. 選択チェックボックス

再⽣したいプログラムを選択します。
右上のメニューボタンから、全選択・全選択解除をすることができます。

6. 再⽣ボタン

任意のプログラムを1回だけ再⽣することができます。

7. 時間設定ボタン

マニュアル再⽣の場合は再⽣間隔を、オート再⽣の場合は静⽌時間を設定します。

8. 開始ボタン

マニュアル再⽣、またはオート再⽣を開始します。

9. 停⽌ボタン

マニュアル再⽣、またはオート再⽣を停⽌します。

⽬次に戻る

プログラム名を設定する
お気に⼊りのプログラムに名前を付けることができます。
変更したプログラム名はプログラム再⽣画⾯に反映されます。

1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「プログラム」をタップします。

3. 画⾯右上の「+」ボタンをタップします。
 



4. リストからプログラム名を変更したい器具を選択します。

5. キーボードを使⽤して、プログラム名を⼊⼒します。

6. 「完了」をタップしてプログラム名を保存します。



7. プログラム選択のリストに追加されます。
リストのプログラム名をタップすると、そのプログラムの再⽣画⾯に移動します。

⽬次に戻る

プログラム名を編集する
保存したプログラム名を編集することができます。

1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「プログラム」をタップします。

3. 編集したいプログラムの右側にある「編集」ボタンをタップします。



4. 「プログラム名を設定する」の4から6と同様の⼿順で編集します。
プログラム名の設定を解除したい場合は「削除」をタップします。

⽬次に戻る

スケジュールを登録する（タイマー中継器の設
定）

※スケジュール設定は、別売オプション「タイマー中継器」を登録したときのみ使⽤できます。
※スケジュール設定は、タイマー中継器が⾒通せる場所で操作してください。Bluetooth®が届
かない距離、または遮蔽物などがあると、上⼿く接続できない場合があります。
※スケジュール設定は、曜⽇・時刻のみの設定です。

スケジュールを設定する
保存したシーンをスケジュール登録し、指定した時間に再⽣することができます。
※ スケジュールを登録する前に別売オプション「タイマー中継器」を登録し、通電した状態で器
具の「時刻合わせ」を⾏って下さい。



1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「スケジュール」をタップします。

3. 画⾯右上の「+」ボタンをタップします。
 

4. 「スケジュール名」の欄をタップして、スケジュール名を⼊⼒します。

5. 「開始時刻」をタップしシーンを再⽣する時刻を設定します。

6. スケジュールを有効にする曜⽇を設定します。(デフォルトでは曜⽇は全て選択されていま
す)

 
7. 「タイマー設定先」をタップします。



8. 登録済みのタイマー中継器から、タイマー設定したい中継器を選択します。

9. 「決定」をタップします。

10. スケジュールを適⽤する器具またはグループを選択します。

11. 「照明シーン」をタップし、再⽣するシーンを選択します。

12. フェード時間を指定します。
※ フェード機能とは、指定時間をかけて明るさや⾊合いを徐々に変化させる機能です。

 ※ ⾃動調光が設定できない機器を選択した場合は指定できません。
 ※ フェードは、明るさ・⾊温度（調⾊対応モデルのみ）にのみ反映されます。

13. 「完了」をタップしてスケジュールを保存します。



14. スイッチをタップして、スケジュールのオン/オフを⾏います。

⽬次に戻る

スケジュールを編集する
保存したスケジュールを編集することができます。

1. 下部のタブから「シーン」をタップします。

2. 上部のタブから「スケジュール」をタップします。

3. 編集するスケジュール名をタップします。



4. 「スケジュールを設定する」の4から12と同様の⼿順で編集します。
スケジュールを削除したい場合は「削除」をタップします。

⽬次に戻る

DMXの設定をする

DMXアドレスと対応する動作を設定する
DMXコントローラーを使⽤される場合に、スタートアドレスと各チャンネルに割り当てる機能を
設定します※。

※対応していない器具の場合、DMXの設定はできません。

1. 下部のタブから「選択」をタップします。



2. 上部のタブから「機器」をタップします。

3. 設定したい器具の右側にある「編集」ボタンをタップします。

4. 「DMX」をタップします。
 

5. スタートアドレスを設定します。
機器のアドレスが000の際にアプリのアドレスが使⽤されます。

6. 各チャンネルをタップし、割り当てる機能を設定します。

7. 「完了」をタップします。

⽬次に戻る

器具の光源⾊を変更する

器具の光源⾊を設定する



器具の光源⾊をお好きに変更することができます※。

※対応していない器具の場合、光源⾊は設定できません。

1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。

2. 表⽰されたリストダイアログの中から「カラー」をタップします。



3. カラーマップ

器具の光源⾊をタップした位置の⾊に変更します。タップしたまま動かすと、器具の光源⾊
が連続的に変化します。

4. ⾊彩

⾊彩の値を表します。

5. 彩度

彩度の値を表します。

6. ⾊彩微調整ボタン

⾊彩を1°ずつ微調整することができます。
 

7. 彩度微調整ボタン

彩度を1°ずつ微調整することができます。
 

8. 輝度スライダー

輝度を0%から100%まで⼤まかに変更することができます。
 

9. 輝度

輝度の値を表します。

10. 輝度微調整ボタン

輝度を微調整することができます。

⽬次に戻る

光源⾊の保存、呼び出しを⾏う
お好みの光源⾊を6つまでアプリに記憶させ、呼び出すことができます。



1. 右上の「メニュー」ボタンをタップします。

2. カラーセル

カラーを保存、または呼び出ししたいセルをタップして選択します。

3. 現在値

タップしたセルの⾊相、彩度、輝度の値を表⽰します。

4. 現在のカラーを保存する

タップしたカラーに現在のカラーを保存します。既にカラーが保存されているセルをタップ
した場合、以前のカラーは上書きされます。

5. 登録したカラーを呼び出す

タップしたセルに保存されているカラーを呼び出します。

⽬次に戻る

端末間 デ タを共有す



端末間でデータを共有する

通常、登録されている器具を他の端末から登録することはできません。 クラウドに機器登録情報
などのデータを保存し、 そのデータを他の端末に取り込むことで、 ネットワーク単位で端末の情
報をコピーすることができます。 この機能は、データのバックアップや端末の機種変更にも使⽤
することができます。

※この機能を使⽤するには、インターネットへの接続が必要です。

クラウドにデータを保存する
登録情報などのデータをクラウドに保存します。 ログインしたネットワーク単位で保存されま
す。

1. 下部のタブから「オプション」を選択します。

2. 表⽰されたリストの中から「データ共有」をタップします。

3. 表⽰されたリストダイアログの中から「クラウドに保存」をタップします。



4. 問題がなければ「はい」をタップします。

⽬次に戻る

クラウドに保存したデータと同期する
クラウドに保存されたデータと同期します。 保存したネットワーク（アカウント名、ネットワー
ク名）で ログインしておく必要があります。

1. 下部のタブから「オプション」を選択します。

2. 表⽰されたリストの中から「データ共有」をタップします。



3. 表⽰されたリストダイアログの中から「クラウドから同期」をタップします。

4. 問題がなければ「はい」をタップします。

⽬次に戻る

その他の機能

オプションについて
その他、オプションメニューについて説明します。



1. 時刻合わせ

スマートフォンの時刻と器具の時刻を同期させます。時刻合わせの⼿順については「時刻合
わせをする」を参照してください。

2. 操作制限

アプリの操作の制限レベルを設定します。
制限対象の項⽬については「操作制限される項⽬について」を参照してください。
無︓ 制限なし
⼀部︓ クラウド保存やシーン保存等、データを保存する操作を制限
電源マーク︓「⼀部」に加え、電源オン/オフ以外の機器操作を制限

 
3. 機器番号表⽰

器具本体の機器番号を点灯、または消灯します※。
 ※対応していない器具の場合、機器番号は点灯できません。

4. ソート順

機器選択画⾯、グループ選択画⾯での並び順を変更します。

5. 画⾯ロック

誤操作防⽌のため、操作画⾯にロックを掛けるかどうか選択します。

6. 中継器と同時操作

中継器を介して外部コントローラーで器具を操作する際、アプリからも操作できるかどうか
選択します。

7. 機器登録復帰

器具の電源が⼊っていない状態で登録解除を⾏ってしまった場合に、登録を復帰します。
詳細は「機器の登録を復帰する」を参照してください。

8. メンテナンス

⻑時間操作していない器具の校正を⾏います。

9. 強制登録解除



端末から操作ができない器具の登録を解除します。
詳細は「強制的に機器を解除する」を参照してください。

⽬次に戻る

時刻合わせをする
タイマー中継器のスケジュール機能をお使いになられている場合、器具の電源が切の状態になっ
た際は、あらためて時刻合わせが必要になります。
内蔵時計がリセットされると、時刻合わせが⾏われるまでスケジュール操作が⾏われません。

1. 下部のタブから「オプション」をタップします。

2. 表⽰されたリストの中から「時刻合わせ」をタップします。

3. 時刻合わせをする器具を選択し実⾏をタップします。

4. 最後に時刻合わせをした時刻を表⽰します。



⽬次に戻る

操作制限される項⽬について
操作制限の各設定において、制限される項⽬はそれぞれ以下の通りです。

操作制限︓⼀部
「操作制限︓⼀部」 に設定すると、以下の機能が使⽤できなくなります。

機器登録

機器名・機器番号変更

登録解除

グループ作成

グループ編集

マップ作成

マップ編集

シーン保存

シーン名の設定・編集

シーン再⽣中の明るさ設定

プログラム名の設定・編集

DMX設定

光源⾊の保存

クラウドに保存

ログアウト

強制登録解除

操作制限︓電源マーク
「操作制限︓"電源マーク"」に設定すると、「⼀部」設定時の内容に加え、以下の機能が使⽤で
きなくなります。

原点復帰

電源オン/オフを除く機器操作

追尾

シーン再⽣

プログラム再⽣

光源⾊の設定

⽬次に戻る



機器の登録を復帰する
器具の電源が⼊っていない状態で登録を解除し、 誤って器具の情報を消去してしまった場合な
ど、 機器選択画⾯で登録器具としても未登録器具としても表⽰されなくなった 器具の登録状態を
復帰させます。
復帰できる器具は、正常に登録を解除できなかったものに限られます。

1. 下部のタブから「オプション」をタップします。

2. 表⽰されたリストの中から「機器登録復帰」をタップします。

3. 登録したことがあり、現在登録されていない器具のリストが表⽰されます。
登録を復帰したい器具を選んでタップします。



4. 器具に電源が⼊っていることを確認し「はい」をタップします。

5. 確認ダイアログが表⽰されます。
「閉じる」をタップして、ダイアログを閉じます。

⽬次に戻る

強制的に機器を解除する
クラウドに機器登録情報などのデータを保存していない状態で登録に使⽤していた端末が故障、
または紛失してしまった場合、別の端末で強制的に機器を解除することができます。 また、万が
⼀、機器に登録情報が残り、アプリケーションから操作できなくなった場合も、この機能を使⽤
して機器を強制解除することができます。

※この機能を使⽤するには、該当する機器を登録したネットワークにログインする必要がありま
す。



※強制解除を⾏った場合は、もともと登録していた端末の登録情報は残されたままになります。
端末から登録情報を消去して下さい。

※解除する機器に電源が⼊っている状態で⾏って下さい。

1. 下部のタブから「オプション」を選択します。

2. 表⽰されたリストの中から「強制登録解除」をタップします。

3. 「機器のスキャン」ボタンをタップして下さい。



4. 確認ダイアログが表⽰されます。
問題なければ、「はい」をタップして下さい。機器のスキャンが開始されます。

5. スキャンされた機器の固有のIDが表⽰されます。
 ログインしているネットワークで登録した機器が表⽰されます。

6. スキャンされた機器数が表⽰されます。
強制解除する機器数と数があっているか確認して下さい。

7. スキャン中は他の操作ができません。他の操作をされる場合は「スキャンの停⽌」ボタンを
押してスキャンを停⽌させて下さい。



8. 表⽰された機器の固有のIDをタップすることで個別に解除する機器を選択できます。

9. 「全てを選択」ボタンで表⽰されている機器を⼀括で選択することができます。

10. 「実⾏」ボタンをタップして下さい。



11. 確認ダイアログが表⽰されます。問題がなければ、「はい」をタップして下さい。

12. 解除が開始されます。進⾏状況を表すダイアログが表⽰されます。

13. 正常に登録解除された機器は灰⾊の⽂字で表⽰されます。

14. 正常に登録解除されなかった機器は⽩⽂字で表⽰されます。
機器のスキャンから再度、⾏って下さい。

⽬次に戻る

著作権・商標権について

Bluetooth®ワードマークおよびロゴはBluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標です。

iOS, iPhone, iPadおよびiPod touchはApple Inc.の登録商標です。



⽬次に戻る

お問い合わせ

製品に関するお問い合わせは、製品の取扱説明書に記載されたお問い合わせ先へご連絡くださ
い。
本アプリケーションに関するお問い合わせは、必要事項をご記⼊の上、下記メールアドレスにご
送信ください。

saliot@minebeamitsumi.com

必要事項

返信先メールアドレス
(送信元アドレスと異なる場合)

 
ご利⽤端末

ご利⽤OS、バージョン

ご利⽤アプリバージョン

お問い合わせ内容

受け付け時間
平⽇ 9:00 - 18:00

お問い合わせには、3営業⽇以内に返信致します。(お問い合わせの内容によっては、解決までに
お時間を頂く場合があります。)

 上記メールにお問い合わせいただく場合には、ソフトウェア使⽤許諾契約書に基づき、お預かり
した情報を扱わせていただきます。

⽬次に戻る


